
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 １２月１４日、１５日に県内２会場において、東北大学災害科学国際研究所との共催

による「みやぎ防災ジュニアリーダー養成研修会」を開催しました。 

 今年度は、県内の県立高校３２校を対象としており、１１０名の生徒が参加しました。 

 午前中の講義では、講師の先生の話に真剣に耳を傾け、メモを取りながら聴いている

生徒が多く、意欲的な姿が見られました。 

 午後は、研修会の運営協力校でもある気仙沼向洋高等学校語り部クラブの東日本大震

災の伝承活動紹介、多賀城高等学校災害科学科による自然災害を科学的な視点で捉える

活動等の紹介が行われました。 

 演習の避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）では、初めて会ったとは思えないほど、チームワ

ークがよく、意見を交わしながら取り組んでいました。高校生のコミュニケーション力

の高さに驚きました。相手との意思疎通を図る力は、災害時に様々な判断が求められた

ときに役立つものであり、とても頼もしく感じました。 

みやぎ防災ジュニアリーダーに認定された高校生は、宮城県防災指導員としても認定

され、今後、学校や地域での防災活動をリードする存在です。みなさんの活躍に期待し

ています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県教育委員会                宮城県教育委員会 

防災教育推進キャラクター「まもっぺい」 

                    

令和 6 年１２月１９日（木） 

                        保健体育安全課発行 【第８号】 

 みやぎ防災ジュニアリーダー養成研修会 
～将来の地域防災の担い手となる人材を育成～ 



 

【防災ジュニアリーダー養成研修会参加者の感想（一部抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月に入り、SNS による動画拡散や刃物による死傷事件など、県内外で児童生徒が標

的とされる事件等が続けて発生しているため、下記を参考に改めて防犯に関わる方策につ

いて確認をお願いします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全に冬休みを過ごせるようお声がけください！ 

□登下校時の緊急の避難場所となる「子供１１０番の家」等の役割や場所について、事前

に周知する。 

 

□登下校時等の緊急事態発生の具体的な対処法（防犯ブザーの活用、大声を出す、逃げる

等）について指導する。 

 

□不審者情報が入った場合は、早急に関係者間で共有するとともに、保護者や児童生徒等

に対しても情報を周知する。 

 

□防犯上の緊急事態が発生した場合の登下校の対応について、危機管理体制（保護者、見

守りボランティア等への協力依頼）を整えておく。 

 

□スクールバス利用時も家からバス停までの区間（一人になる場面）の安全についても確

認する。 

人と人とのつながりを大切にして生きていき

たいと強く思いました。日本に生きていく上

で災害とはどうしても向き合わなければいけ

ない、その中でどう防災、減災に向けて対策

していくか、学校や家で今一度話し合いたい

と思いました。 

自分事として考えることの大切さや平塚先生

自身が経験したことを今後の伝承活動に活か

していき、東日本大震災を絶対に風化させな

いようにしようという気持ちがより一層高ま

りました。 

防災とは、未来の命を守ること、未来をつく

ることだと学びました。そして災害は他人事

ではなく自分事として考えるべきだと学びま

した。 

今まで何となくしか把握していなかった災害

についての知識を、確実なものにすることが

できた。特に地震対策について、とりあえず

家具を固定していればいいだろうという程度

だった防災意識を改めることができた。 

 

地震の仕組みや津波の高さの定義などデータ

に関することをいくつか学べてとても良かっ

たです。データや計算方法を学んでそれを課

題研究に生かせたらいいなと思いました。 

 

HUG は、疲労が蓄積されるゲームで本番な

ら底しれぬ疲労がくると確信しました。運営

する人々は忍耐力も凄く、自分達には分から

ないほどの苦労をされていると感じたので、

ボランティアは大切だと感じました。 

 

次々人が入ってきてゲームだから入れ替えが

できたけど実際には出来ないことが多いので

運営に携わっていた人たちのその場での判断

がすごいんだなと思い、避難所に行った時は

設営などできることを手伝おうと思いまし

た。 

 

 


